
 

◎ 人権集会「みんなちがって みんないい」 

１２月１３日（火）人権集会を行いました。１１月は心かがやけ月間、１２月１日から１４日まで
は人権旬間として人権について考える期間を設けました。各学級や学年で人権学習を行い、学習した
ことを集会で発表して、学んだことを共有し、一人ひとりの人権が大切にできるようにするため集会
を行いました。 

１年生は「だれにでもやさしく」、２年生は「あたたかい
心」、３年生は「なかまを大切にするとは」、４年生は「思いや
る心」、５年生は「公平と不公平」、６年生は「差別」について
発表してくれました。私からは下記のような話を子どもたちにし
ました。 

「人権」とは，人が人らしく、幸せに生きる権利です。自由に
遊び、好きなことを学ぶ権利、自分の思っていることを言うこと
ができる権利などたくさんあります。しかし，人権が守られず、
みんなが自分勝手な行動をしたらどうなるでしょう。悪口を言
う、人のことをたたく、ける、人のものを壊す、仲間はずれにす
る…、そんな集団にいたら嫌ですね。そうは言っても、悪口はつ
い出てしまうことがありますね。悪口の中には、相手の心を深く
傷つけ、人権を侵害してしまうものがあります。自分と違うこ
と、例えば、身体の特徴や行動特性について、外国人、障がいの
ある人、病気の人、お年寄りに対する差別の言葉は、言われた本
人が直そうとしても直すことができないことであり、言ってはい
けない言葉です。お互いに相手の立場を考え，思いやりの気持ち
をもって相手に接する心が大切です。そういった心をもつことが
人権を尊重することになります。 

「みんなちがって、みんないい」これは詩人の金子みすずさん
のことばです。みんなそれぞれちがいがあります。一人として同
じ人はいません。そのちがいを悪口の材料にするのではなく、個
性として認めることが大切です。みんなちがって、みんないいん
です。みんなには、その違いがもし病気や障がいであったとした
ら、それを支援する人になって欲しいと思います。 

話の途中に子どもたちに尋ねました。「今自分を振り返ってみ
ると、相手を傷つけてしまったり、いけないことを言ってしまっ
たりしたことに気づいた人は手を挙げて」そうすると何人かの子
どもたちが手を挙げてくれました。そして「今、手を挙げてくれ
た人は自分を振り返りいけないことを治すことができる。謝るこ
とができる。人は気づけないことも多い。周りで悩んでいる人、
いけないことを見てしまったということがあったらその時自分に
できることをして欲しい。決してそのままにしないで欲しい。」
と話しました。 

１２月の朝の歌は「ビリーブ」です。各学級
で毎朝元気に歌っています。この詩をしっかり
読んで欲しいとお願いしました。 

◎ 「みんなで取り組もう SDGｓプロジェクト」の
不用品回収へのご協力ありがとうござい
ました。 

５年生が自分たちで考えて取り組んでいるプ
ロジェクト。皆様のご協力でたくさんの品物が
集まりました。ありがとうございました。１月
２７日に販売会を予定しております。（正式に
決まりましたらご案内を差し上げます。）５年
生の取り組みを最後までしっかり見守っていき
たいと思います。 

飽田南小学校だより 

令和４年 12 月 21 日（水） 

文責：校長 赤 星 和 明 

 

「Believe/ビリーブ」 
（１番） 
たとえば君が 傷ついて 
くじけそうに なった時は 
かならず僕が そばにいて 
ささえてあげるよ その肩を 
 
世界中の 希望のせて 
この地球は まわってる 
 
いま未来の 扉を開けるとき 
悲しみや 苦しみが 
いつの日か 喜びに変わるだろう 
I believe in future 信じてる 
 
（２番） 
もしも誰かが 君のそばで 
泣きだしそうに なった時は 
だまって腕を とりながら 
いっしょに歩いて くれるよね 
 
世界中の やさしさで 
この地球をつつみたい 
 
いま素直な 気持ちになれるなら 
憧れや 愛しさが 
大空に 弾けてひかるだろう 
I believe in future 信じてる 
 
いま未来の扉を開けるとき 
I believe in future 信じてる 
 
作詞・作曲：杉本竜一 


